
服
部
　
正
平

�（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

埋
め
立
て
最
終
処
分
場
の
安
全
性
に
問
題
は
な
い
か

Q
賀
茂
之
洞
地
内
に
整
備
さ
れ
た
最
終
処
分
場
第
１
～

第
３
埋
立
地
お
よ
び
新
た
な
埋
立
地
は
大
規
模
地
震
、
局

所
豪
雨
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
で
あ
る
か
。

A
第
１
か
ら
第
３
ま
で
の
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
建
設
時
の
設
計
基
準
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
て
い
る
。

新
規
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
震
度
７
の
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
構
造
計
算
上
耐
え
ら
れ
る
耐
震

構
造
と
す
る
こ
と
や
、
防
災
調
整
池
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
投
票
所
の
利
便
性
向
上
を

Q
有
権
者
の
利
便
性
を
最
優
先
に
考
え
、
期
日
前
投
票

所
と
な
っ
て
い
る
商
業
施
設
に
お
け
る
投
票
期
間
の
日
数

を
伸
ば
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
。

A
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
期
日
前
投
票
所
の
投
票
状

況
を
鑑
み
、
臨
時
期
日
前
投
票
所
の
開
催
日
数
に
お
け
る

拡
充
が
必
要
か
を
検
討
し
て
い
く
。

�

甲
斐
　
幸
博

�

（
緑
水
会
）

大
河
ド
ラ
マ
鎌
倉
殿
の
１３
人
の
観
光
誘
客
促
進

Q
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ
り
、
富
士
山

周
辺
エ
リ
ア
と
も
連
携
を
図
り
、
ど
の
よ
う
に
誘
客
促
進

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A
県
や
東
部
20
市
町
と
連
携
し
、
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機

と
し
た
消
費
喚
起
や
、
観
光
客
の
誘
客
を
促
進
。
伊
豆
地

域
で
は
機
運
醸
成
や
広
域
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

実
施
。
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
と
い
う
好
機
を
地
域
活
性
化

に
生
か
し
、
東
部
・
伊
豆
お
よ
び
本
市
の
経
済
振
興
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
今
後
の
地
域
交
通

Q
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
現
在
の
公

共
交
通
の
利
用
状
況
お
よ
び
収
支
状
況
か
ら
見
た
、
市
内

交
通
需
要
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。

A
公
共
交
通
の
利
用
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

10
月
以
降
に
つ
い
て
も
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今

後
も
公
共
交
通
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
事
業
者
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
交

通
網
の
持
続
的
な
確
保
に
努

め
て
い
く
。

�

佐
藤
　
寛
文

�

（
無
会
派
）

ゴ
ミ
減
量
と
今
後
の
施
設
計
画

Q
新
規
の
最
終
処
分
場
予
定
地
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の

加
茂
町
内
会
と
富
士
見
台
町
内
会
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
を

ど
の
よ
う
に
果
た
し
理
解
を
得
る
の
か
伺
う
。

A
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間
中
に
新
規
最
終

処
分
場
基
本
計
画
案
の
概
要
版
を
回

覧
し
、
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
住
民
説
明
会
に
つ

い
て
は
、
加
茂
町
内
会
は
令
和
３
年

12
月
25
日
に
開
催
を
予
定
、
富
士
見

台
自
治
会
に
は
開
催
の
可
否
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
政
運
営

Q
令
和
３
年
度
の
税
収
に
つ
い
て
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
、
前
年
度
お
よ
び

当
初
予
算
と
の
比
較
を
伺
う
。

A
令
和
2
年
度
決
算
額
１
７
５
億
１
６
０
０
万
円
と
の

比
較
で
は
、
約
５
％
減
、
８
億
円
程
度
の
減
収
を
見
込
ん

で
い
る
。
当
初
予
算
１
６
９
億
２
４
０
０
万
円
と
の
比
較

で
は
、約
１
％
減
、２
億
円
程
度
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
コ
ロ
ナ
特
例
措
置
等
に
よ
り

減
収
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活
へ
の
影
響

他
の
質
問
事
項

配
慮
の
必
要
な
子
の
保
育
環
境
へ
支
援
充
実
を

他
の
質
問
事
項

大
場
耕
地
の
可
能
性
調
査
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望

他
の
質
問
事
項

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
採
用
と
そ
の
背
景
を
市
民
に
示
さ
な
い
理
由

他
の
質
問
事
項

�
�

佐
野
　
淳
祥

�

（
緑
水
会
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
事
業
の
導
入
を

Q
市
内
に
年
間
推
計
７
１
０
人
の
帯
状
疱
疹
罹
患
者
が

お
り
、
１0
年
で
は
50
歳
以
上
の
１2
～
１6
％
の
罹
患
者
が
推

定
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
の
検
討
は
。

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と
で
、
帯
状
疱
疹
を
予
防
す

る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
高
額
で
２
回
接
種

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財

政
負
担
が
大
き
い
。
国
の
定
期

接
種
化
に
向
け
た
動
向
や
他
市

町
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

旧
道
（
県
道
）
の
事
故
対
策
と
交
通
安
全

Q
構
造
的
問
題
、
事
故
の
多
発
地
点
、
歩
行
者
妨
害
が

課
題
だ
が
、
県
に
強
く
働
き
か
け
る
た
め
に
、
当
該
自
治

会
と
市
協
働
で
勉
強
会
を
開
催
で
き
な
い
か
。

A
電
柱
を
民
地
に
移
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
安

全
性
は
向
上
す
る
と
考
え
る
。
地
元
自
治
会
や
関
係
地
権

者
で
開
催
す
る
勉
強
会
に
三
島
市
も
参
加
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抽
出
し
、
安
全
対
策
へ
の
合
意
形
成
や
協
力
体

制
が
整
っ
た
際
に
は
、
地
元
自
治
会
と
連
携
し
て
静
岡
県

に
要
請
を
行
う
。

※
旧
道
＝
県
道
沼
津
三
島
線

�

古
長
谷
　
稔

�

（
政
和
会
）

朝
の
ま
ち
三
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
可
能
か

Q
信
用
あ
る
行
政
が
発
信
す
れ
ば
民
間
は
動
き
や
す
い

と
考
え
る
が
、
他
市
と
差
別
化
す
る
新
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と

し
て
、
朝
の
ま
ち
三
島
を
打
ち
出
せ
な
い
か
。

A
朝
観
光
の
推
進
は
、
滞
在
時
間
の
延
長
や
宿
泊
需
要

の
拡
大
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
加
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保
や
、
朝
行
動
の
喚
起
に
よ
る

混
雑
の
解
消
と
時
間
の
分
散
化

に
つ
な
が
る
。
夜
観
光
と
併
せ

て
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
一
環
と

し
て
朝
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
有
効
か
と
考
え
て
い
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
の
組
合
理
事
に
市 

が
入
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か

Q
約
７
割
の
土
地
を
持
つ
三
島
市
が
、
よ
り
責
任
あ
る

立
場
で
事
業
に
関
わ
る
べ
き
。
東
街
区
再
開
発
事
業
の
組

合
理
事
に
入
ら
な
い
理
由
を
伺
う
。

A
補
助
金
を
交
付
す
る
市
が
、
執
行
す
る
立
場
の
理
事

と
な
る
こ
と
の
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
、
理
事
に
就
任
し

て
い
な
い
。
理
事
の
立
場
で
な
く
と
も
適
切
に
事
業
を
指

導
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
市
が
理
事
と
な
る
こ

と
の
必
要
性
・
適
法
性
を
改
め
て
検
証
し
、
準
備
組
合
と

協
議
し
た
い
。

河
野
　
月
江

�（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況 

と
今
後
の
見
通
し

Q
こ
れ
ま
で
市
が
方
針
を
定
め
る
と
し
て
き
た
広
域
健

康
医
療
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
せ
め
て
方
針
の
方
向
性
く
ら
い
な
い
の
か
。

A
民
間
事
業
者
の
知
見
を
活
用
す
る
中
で
、
市
民
生
活

の
向
上
に
つ
な
が
る
医
療
機
能
と
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

広
域
健
康
医
療
拠
点
の
整
備
を
通
じ
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
向
け
、
他
の
導
入
機
能
と
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
医
療

機
能
の
導
入
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
見
直
し
案
は
、
総
事
業
費
に
占
め
る
補
助
金
の
割
合

が
４2
・
１
％
と
事
業
協
力
者
の
最
初
の
提
案
並
み
で
あ
る
。

補
助
金
額
が
さ
ら
に
上
が
る
可
能
性
は
。

A
工
事
費
な
ど
の
事
業
費
が
増
加
し
た
場
合
、
補
助
対

象
経
費
が
増
加
し
、
補
助
金
額
も
増
加
す
る
可
能
性
は
あ

る
と
考
え
る
。
仮
に
増
加
し
た
と
し
て
も
、
事
業
関
係
者

と
十
分
に
協
議
・
調
整
し
つ
つ
、

補
助
制
度
に
の
っ
と
っ
た
補
助

金
額
と
な
っ
て
い
る
か
、
適
切
に

精
査
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
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